
 

令
和

6
年

4
月

5
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

1
3

週
（ 

3
月

 
2
5

日
～

 
3

月
 
3
1

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 
今今

週週
のの

概概
要要

 
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

に
つ

い
て

 
 

病
原

体
（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
3

月
）
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
4

.9
1

 
(4

.2
4

) 









2
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
4

.6
9

 
(5

.3
1

) 









3
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

3
.9

8
 

(5
.7

3
) 









4
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

3
.3

8
 

(1
.8

8
) 












5
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.2
6

 
(1

.8
5

) 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
感

染
性

胃
腸

炎
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
4
.9

1
で

、
前

週
の

4
.2

4
に

比
べ

て
増

加
し

ま
し

た
。

手
指

や
食

品
を

介
し

て
感

染
す

る
た

め
、

調
理

や
食

事
の

前
、

ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

、
下

痢
等

の
患

者
の

汚
物

処
理

や
お

む
つ

交
換

等
を

行
っ

た
後

の
入

念
な

手
洗

い
、

食
品

の
衛

生
的

な
取

り
扱

い
、

十
分

な
加

熱
調

理
な

ど
が

感
染

予
防

対
策

と
し

て
有

効
で

す
。

 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.6

9
で

や
や

減
少

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

3
.9

8
で

減
少

と
な

っ
て

い
ま

す
が

、
引

き
続

き
、

換
気

、
消

毒
、

人
と

の
距

離
の

確
保

及
び

マ
ス

ク
の

着
用

と
い

っ
た

感
染

防
止

対
策

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
3
.3

8
で

前
週

の
1
.8

8
に

比
べ

て
急

増
し

て
い

ま
す

。
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

で
は

定
点

当
た

り
報

告
数

が
9
.8

3
と

特
に

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
令

和
4

年
、

令
和

5
年

と
流

行
時

期
が

年
々

早
ま

っ
て

い
る

の
で

注
意

し
て

く
だ

さ
い

。
 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

は
定

点
当

た
り

報
告

数
が

2.
2
6

で
前

週
の

1
.8

5
に

比
べ

て
増

加
し

て
い

ま
す

。
地

域
別

で
は

、
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

で
報

告
数

が
多

い
状

態
で

す
。

 
 ❖❖

RR
SS

ウウ
イイ

ルル
スス

にに
つつ

いい
てて

❖❖
  

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

全
て

の
年

齢
で

何
度

も
感

染
し

、
特

に
2

歳
ま

で
に

ほ
ぼ

1
0
0％

の
児

が
少

な

く
と

も
1

度
は

感
染

す
る

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

感
染

経
路

は
「接

触
感

染
」と

「
飛

沫
感

染
」
で

、
手

洗
い

や
ア

ル
コ

ー
ル

消
毒

、
マ

ス
ク

の
着

用
、

人
混

み
を

避
け

る
な

ど
の

感
染

予
防

対
策

が
有

効
で

す
。

乳
幼

児
の

場
合

は
お

も
ち

ゃ
を

な
め

る
こ

と
も

あ
る

の
で

、
共

用
を

避
け

、
洗

浄
消

毒
す

る
こ

と
も

効
果

的
で

す
。

 
 

 ❖❖
病病

原原
体体

（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
33

月月
））
❖❖

  
＊
ウ
イ
ル
ス
分
離
同
定
日
で
の
集
計
結
果
 

  

検
出

病
原
体
 

北
部
 

中
部
 

南
部
 

そ
の
他

 
臨

床
診

断
名
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
 

AH
1p

dm
09

 
1 

 
 

 
 

 
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

(1
) 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
 

AH
3 

 
 

1 
 

 
 

 
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

(1
) 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
 

B 
(ビ

ク
ト
リ
ア

系
統

)  
8 

3 
 

 
 

 
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

(1
0)
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
様

疾
患

(1
) 

ヘ
ル
ペ
ス

 
6 

2 
 

 
 

 
 

 
手

足
口

病
(1

) 
発

疹
症

(1
) 

  

 

令
和

6
年

4
月

1
2

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

 
1
4 

週
（ 

 
4

月
 
1

日
～

 
 
4

月
 

7
日

）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
 

3
月

報
（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
5

.2
4

 
 

(4
.6

9
) 

 









2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
3

.7
6

 
 

(4
.9

1
) 

 









3
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

2
.9

1
 
 

(3
.3

8
) 

 









4
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

2
.0

7
 
 

(3
.9

8
) 

 









5
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.0
6

 
 

(2
.2

6
) 

 









発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

第
6

週
か

ら
減

少
傾

向
に

あ
っ

た
も

の
の

、
今

週
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
5
.2

4
で

前
週

よ
り

も
増

加
し

て
お

り
、

注
意

が
必

要
で

す
。

換
気

・
消

毒
・
人

と
の

距
離

の
確

保
及

び
マ

ス
ク

の
着

用
と

い
っ

た
感

染
予

防
対

策
を

心
が

け
、

体
調

を
整

え
る

よ
う

に
し

ま
し

ょ
う

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

3
.7

6
で

す
。

下
痢

や
嘔

吐
の

症
状

が
ひ

ど
い

場
合

に
は

、
脱

水
症

状
を

起
こ

す

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

乳
幼

児
や

高
齢

者
は

、
お

う
吐

物
を

気
道

内
に

吸
い

込
む

こ
と

に
よ

る
肺

炎
や

窒
息

に
も

注
意

し
て

く

だ
さ

い
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
2
.9

1
で

す
。

R
S

ウ
イ

ル
ス

に
感

染
す

る
と

2
～

8
日

の
潜

伏
期

間
を

経
て

発
熱

や
鼻

水
な

ど
の

症
状

が
数

日
続

き
ま

す
。

多
く

は
軽

症
で

自
然

軽
快

し
ま

す
が

、
重

症
化

す
る

と
気

管
支

炎
や

肺
炎

の

兆
候

が
見

ら
れ

、
中

に
は

呼
吸

困
難

を
起

こ
し

て
入

院
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
感

染
に

よ
っ

て
重

症
化

す
る

リ
ス

ク
の

高
い

基
礎

疾
患

を
有

す
る

小
児

や
高

齢
者

、
生

後
6

か
月

以
内

の
乳

児
へ

の
感

染
に

は
、

特
に

注
意

が
必

要
で

す
。

 
 ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

C
O

V
ID

-
19

が
減

少
し

て
い

る
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
と

ウ
イ

ル
ス

性
と

思
わ

れ
る

感
染

性
胃

腸
炎

が
増

加
し

て
い

る
も

の
の

、
全

体
の

受
診

数
は

減
少

し
て

い
る

。
  

幼
児

で
の

発
熱

と
咳

に
は

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
気

管
支

炎
が

あ
っ

た
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
1
9、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

も
に

か
な

り
の

減
少

。
 

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

増
加

。
咽

頭
痛

と
か

な
り

の
高

熱
。

 

ｈ
M

P
陽

性
例

も
あ

っ
た

。
R
S

は
減

少
。

 

感
染

性
腸

炎
も

減
少

し
た

が
少

し
ず

つ
持

続
。

手
足

口
病

も
見

ら
れ

た
。

 

（
特

殊
な

経
過

の
症

例
の

報
告

）
 

手
足

口
病

様
水

泡
・丘

疹
の

経
過

後
に

紫
斑

に
移

行
し

S
-H

紫
斑

病
と

の
経

過
と

な
り

、
 

そ
の

後
弟

が
A

群
溶

血
性

連
鎖

球
菌

陽
性

＋
手

足
口

病
と

な
っ

た
例

が
あ

っ
た

。
 

姉
が

Ig
A

腎
症

で
入

院
し

た
の

で
経

過
に

よ
り

特
記

す
べ

き
事

項
あ

れ
ば

継
続

し
て

報
告

す
る

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

減
少

。
C

O
V

ID
-
19

は
横

ば
い

。
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

咽
頭

炎
や

溶
連

菌
感

染
症

の
流

行
は

続
く

も
減

少

傾
向

あ
り

。
ウ

イ
ル

ス
性

胃
腸

炎
の

流
行

は
続

い
て

い
る

。
 

出
典

：厚
生

労
働

省
H

P
 

(h
tt

p
s:
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w
w
w
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h
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o
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u
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e/

bu
n
ya
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0
00
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4
70

8
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0
0
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.h
tm
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令
和

6
年

4
月

1
9

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

1
5

週
（ 

4
月

8
日

～
 
4

月
1
4

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p
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f.
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.j
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2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
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4
7
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8
3 

 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
マ

ダ
ニ

に
刺

さ
れ

な
い

よ
う

に
注

意
し

ま
し

ょ
う

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
4

.6
0

 
 

(5
.2

4
) 

 









2
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

4
.1

8
 
 

(2
.9

1
) 

 










3
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
3

.8
8

 
 

(3
.7

6
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.6
2

 
 

(2
.0

6
) 

 









5
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
.7

1
 
 

(2
.0

7
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 
 ❖❖

県県
内内

概概
況況

❖❖
  

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
4
.6

0
で

横
ば

い
と

な
っ

て
い

ま
す

。
感

染
拡

大
を

防
ぐ

た
め

、
日

々
の

体

調
管

理
と

換
気

・消
毒

・
人

と
の

距
離

の
確

保
及

び
マ

ス
ク

の
着

用
な

ど
の

対
策

を
引

き
続

き
お

願
い

し
ま

す
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
4
.1

8
で

、
前

週
の

2
.9

1
に

比
べ

て
増

加
し

ま
し

た
。

地
域

別
で

は
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

で
の

定
点

当
た

り
報

告
数

が
1
2
.0

と
特

に
多

く
な

っ
て

い
ま

す
。

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

R
S

ウ
イ

ル
ス

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
呼

吸
器

の
感

染
症

で
す

。
症

状
は

発
熱

、
咳

、
鼻

汁
な

ど
の

軽
い

風
邪

様
の

症
状

か
ら

重
い

肺
炎

ま
で

様
々

で
す

。
感

染
対

策
と

し
て

、
子

ど
も

た
ち

が
日

常
的

に
触

れ
る

お
も

ち
ゃ

、
手

す
り

な
ど

を
ア

ル
コ

ー
ル

や
塩

素
系

の

消
毒

剤
で

消
毒

す
る

こ
と

、
流

水
・
石

け
ん

に
よ

る
手

洗
い

、
ア

ル
コ

ー
ル

製
剤

に
よ

る
手

指
衛

生
、

症
状

が
あ

る
人

は
マ

ス
ク

を
着

用
す

る
こ

と
が

大
切

で
す

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

3
.8

8
で

す
。

食
事

前
や

ト
イ

レ
の

後
な

ど
に

は
、

必
ず

手
を

洗
い

ま
し

ょ
う

。
 

  ❖❖
ママ

ダダ
ニニ

にに
刺刺

ささ
れれ

なな
いい

よよ
うう

にに
注注

意意
しし

まま
しし

ょょ
うう

❖❖
  

ダ
ニ

が
ウ

イ
ル

ス
や

細
菌

な
ど

を
保

有
し

て
い

る
場

合
、

刺
さ

れ
た

人
が

病
気

を
発

症
す

る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

特
に

マ
ダ

ニ
の

活
動

が
盛

ん
な

春
か

ら
秋

に
か

け
て

は
、

マ
ダ

ニ
に

刺
さ

れ

る
危

険
性

が
高

ま
り

ま
す

。
草

む
ら

や
藪

な
ど

、
マ

ダ
ニ

が
多

く
生

息
す

る
場

所
に

入
る

場
合

は
対

策
を

し
ま

し
ょ

う
。

ま
た

、
帰

宅
後

は
入

浴
し

、
マ

ダ
ニ

に
刺

さ
れ

て
い

な
い

か
確

認
し

ま
し

ょ
う

。
 

 長
袖

、
長

ズ
ボ

ン
、

足
を

完
全

に
覆

う
靴

、
帽

子
、

手
袋

を
着

用
し

、
首

に
タ

オ
ル

を

巻
く

等
、

肌
の

露
出

を
少

な
く

し
ま

し
ょ

う
。

 


 服

は
マ

ダ
ニ

を
視

認
し

や
す

い
、

明
る

い
も

の
を

着
用

し
ま

し
ょ

う
。

 


 虫

除
け

剤
を

使
用

し
ま

し
ょ

う
。

虫
除

け
剤

の
中

に
は

服
の

上
か

ら
用

い
る

タ
イ

プ
が

あ
り

ま
す

。
 

 


 吸

血
中

の
マ

ダ
ニ

に
気

づ
い

た
場

合
、

無
理

に
引

き
抜

か
ず

、
医

療
機

関
（
皮

膚

科
）
で

処
置

を
し

て
も

ら
い

ま
し

ょ
う

。
 


 マ

ダ
ニ

に
刺

さ
れ

た
後

、
数

週
間

程
度

は
体

調
の

変
化

に
注

意
し

、
発

熱
等

の
症

状

が
認

め
ら

れ
た

場
合

は
医

療
機

関
で

診
察

を
受

け
て

下
さ

い
。

 
（
参

考
）
ダ

ニ
媒

介
感

染
症

（
厚

生
労

働
省

H
P

）
 

 
 

 
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p/

st
f/

se
is

ak
u
n
it
su

it
e/

b
un

ya
/
00

00
1
6
44

95
.h

tm
l 

厚
生

労
働

省
H

P
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p
/
co

n
te

n
t/

1
0
9
0
0
0
0
0
/
0
0
0
5
2
2

9
5
2
.p

d
f 

 

令
和

6
年

4
月

2
6

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

 
1
6 

週
（ 

 
4

月
 
1
5

日
～

 
 
4

月
 

2
1

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
-3

1
8
3 

 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
海

外
へ

渡
航

さ
れ

る
方

へ
 

 
 

 
小

児
科

外
来

情
報

 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

6
.0

9
 
 

(4
.1

8
) 

 










2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.1
2

 
 

(3
.8

8
) 

 









3
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
4

.6
2

 
 

(4
.6

0
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
3

.5
3

 
 

(2
.6

2
) 

 









5
 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
 

1
.3

5
 
 

(1
.7

1
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
上

位
5

疾
患

に
つ

い
て

、
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

以
外

は
全

て
前

週
の

定
点

当
た

り
報

告
数

を
上

回
っ

て
い

ま
す

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
6
.0

9
で

増
加

が
続

い
て

お
り

、
令

和
5

年
、

令
和

4
年

の
ピ

ー
ク

を
上

回
り

ま
し

た
。

特
に

、
中

和
西

部
地

域
で

は
16

.8
3

で
注

意
が

必
要

で
す

。
R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

、
乳

幼
児

以
外

で
も

感
染

し
、

何
度

も
か

か
り

ま
す

。
肺

炎
な

ど
重

症
化

す
る

場
合

も
あ

り
ま

す
が

、
治

療
方

法
は

対
症

療
法

し
か

あ
り

ま
せ

ん
。

一
度

か
か

っ

た
こ

と
が

あ
る

か
ら

と
油

断
せ

ず
、

手
洗

い
や

マ
ス

ク
着

用
と

い
っ

た
基

本
的

な
感

染
予

防
対

策
を

し
ま

し
ょ

う
。

 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

5
.1

2
で

、
前

週
の

3
.8

8
か

ら
増

加
し

て
い

ま
す

。
気

温
が

急
に

上
昇

す
る

こ
の

時
期

は
細

菌
に

よ
る

食
中

毒
な

ど
も

増
え

て
き

ま
す

。
食

品
の

常
温

放
置

等
を

控
え

る
な

ど
の

対
策

も
お

願
い

し
ま

す
。

 
 

✤✤
海海

外外
へへ

渡渡
航航

ささ
れれ

るる
方方

へへ
✤✤

 

世
界

で
は

麻
し

ん
（
は

し
か

）や
デ

ン
グ

熱
（
蚊

媒
介

感
染

症
）
な

ど
注

意
が

必
要

な
疾

患
が

流
行

し
て

い
ま

す
。

渡
航

先
の

流
行

情
報

や
感

染
予

防
対

策
な

ど
は

、
F
O

R
T

H
（h

tt
p
s:

/
/w

w
w
.f
or

th
.g

o
.j
p
/
to

p
ic

s/
fr
ag

m
en

t1
.h

tm
l）

で
調

べ
る

こ
と

が

で
き

ま
す

。
正

し
い

知
識

と
予

防
方

法
を

身
に

付
け

て
、

安
全

に
過

ご
し

て
き

て
く

だ
さ

い
。

 
  

✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
1
9、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

少
な

く
な

り
珍

し
く

な
っ

た
。

乳
幼

児
の

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

流
 

 

行
中

、
兄

弟
間

で
の

感
染

例
も

多
く

見
ら

れ
る

。
溶

連
菌

感
染

症
は

学
童

に
見

ら
れ

る
。

幼
児

で
は

感
 

染
症

迅
速

検
査

キ
ッ

ド
で

は
陽

性
と

な
ら

な
い

気
管

支
炎

、
気

管
支

肺
炎

例
が

見
ら

れ
る

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

殆
ど

み
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
C

O
V

ID
-
1
9

は
ま

だ
散

発
に

見
ら

れ
る

。
 

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
、

ｈ
M

P
な

ど
の

検
査

陽
性

例
が

見
ら

れ
た

。
 

手
足

口
病

は
減

少
、

そ
の

他
ウ

イ
ル

ス
性

発
疹

症
と

思
わ

れ
る

発
疹

例
が

散
見

さ
れ

た
。

 

感
染

性
腸

炎
の

流
行

が
あ

り
、

家
族

内
で

幼
児

か
ら

成
人

へ
波

及
し

て
い

る
例

も
あ

る
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

減
少

。
C

O
V

ID
-
19

は
少

数
散

見
さ

れ
て

い
る

。
症

状
は

小
児

で
は

普
通

感
冒

様
。

 

乳
幼

児
で

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

増
加

し
て

い
る

。
入

院
例

も
多

い
。

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
も

増
加

傾
向

が
み

ら
れ

る
。

 

ま
た

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

ウ
イ

ル
ス

感
染

様
の

ウ
イ

ル
ス

性
発

疹
症

も
数

例
認

め
た

。
 

遷
延

す
る

発
熱

、
咳

嗽
で

は
ヒ

ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
、

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
1

型
お

よ
び

3
型

が
み

ら
れ

た
。

 

肺
炎

も
併

発
し

て
い

た
。

胃
腸

炎
は

減
少

し
て

い
る

。
 

次
回

週
報

は
2
0
2
4

年
5

月
7

日
（
火

）
発

行
予

定
 

−79−



 

令
和

6
年

5
月

7
日

（
火

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

1
7

週
（ 

4
月

 
2
2

日
～

 
4

月
 
2
8

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
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p/

2
7
8
7
4
.h

tm
 

T
E
L
:0

7
4
4-

4
7
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今今

週週
のの

概概
要要

 
 

病
原

体
（
ウ

イ
ル

ス
）
検

出
情

報
（
4

月
）
 

 
手

足
口

病
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

5
.3

2
 
 

(6
.0

9
) 

 









2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.2
9

 
 

(5
.1

2
) 

 









3
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
3

.1
9

 
 

(4
.6

2
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.9
4

 
 

(3
.5

3
) 

 









5
 

手
足

口
病

 
1

.0
6

 
 

(1
.2

9
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
5
.3

2
で

す
。

前
週

の
6
.0

9
と

比
べ

て
減

少
し

ま
し

た
が

、
依

然
と

し
て

高
い

水
準

で
注

意
が

必
要

で
す

。
重

症
化

し
や

す
い

乳
幼

児
の

い
る

家
庭

で
は

手
洗

い
等

の
感

染
防

止
へ

配
慮

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
.9

4
で

す
。

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

は
A

群
溶

血
性

レ
ン

サ
球

菌
に

よ
る

上
気

道
の

感
染

症
で

、
特

に
学

童
期

の
小

児
が

最
も

多
く

か
か

る
病

気
で

す
。

感
染

者
と

の
濃

厚
接

触
を

さ
け

、
う

が
い

や
手

洗
い

を
行

い
、

感
染

対
策

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
 

手
足

口
病

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1.
0
6

で
す

。
手

足
口

病
は

、
手

、
足

お
よ

び
口

腔
粘

膜
な

ど
に

現
れ

る
水

疱
性

発
疹

が
特

徴
の

ウ
イ

ル
ス

性
感

染
症

で
、

感
染

経
路

は
接

触
感

染
と

飛
沫

感
染

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
患

者
か

ら
検

出
さ

れ
る

ウ
イ

ル
ス

に
は

多
様

性
が

あ
り

、
流

行
に

お
け

る
主

要
な

ウ
イ

ル
ス

は
年

に
よ

っ
て

異
な

り
ま

す
。

主
に

夏
季

に
流

行
が

み
ら

れ
る

た

め
、

こ
れ

か
ら

の
季

節
に

は
注

意
が

必
要

で
す

。
 

 ❖❖
病病

原原
体体

（（
ウウ

イイ
ルル

スス
））
検検

出出
情情

報報
（（
44

月月
））
❖❖

  
＊
ウ
イ
ル
ス
分
離
同
定
日
で
の
集
計
結
果
 
 

検
出

病
原
体
 

北
部
 

中
部
 

南
部
 

そ
の
他

 
臨

床
診

断
名
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ
 

B
 

(ビ
ク

ト
リ
ア

系
統

)  
3 

 
 

 
 

 
 

イ
ン

フ
ル
エ

ン
ザ

(3
) 

  ❖❖
手手

足足
口口

病病
❖❖

  
手

足
口

病
は

そ
の

名
が

示
す

と
お

り
、

口
腔

粘
膜

お
よ

び
手

や
足

な
ど

に
現

れ
る

水
疱

性
の

発
疹

を
主

症
状

と
し

た
急

性
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

で
、

コ
ク

サ
ッ

キ
ー

A
16

（
C

A
16

）
、

C
A

6
、

エ
ン

テ

ロ
ウ

イ
ル

ス
7
1
（
E
V

7
1
）
な

ど
が

原
因

ウ
イ

ル
ス

で
す

。
ヒ

ト
-
ヒ

ト
伝

播
は

主
と

し
て

咽
頭

か
ら

排
泄

さ
れ

る
ウ

イ
ル

ス
に

よ
る

飛
沫

感
染

で
お

こ
り

ま
す

が
、

便
中

に
排

泄
さ

れ
た

ウ
イ

ル
ス

に
よ

る
経

口

感
染

、
水

疱
内

容
物

か
ら

の
感

染
な

ど
が

あ
り

ま
す

。
便

中
へ

の
ウ

イ
ル

ス
の

排
泄

は
長

期
間

に

わ
た

り
、

症
状

が
消

失
し

た
患

者
も

2～
4

週
間

に
わ

た
り

感
染

源
に

な
り

え
ま

す
。

通
常

の
C

A
1
6

お
よ

び
E
V

71
に

よ
る

手
足

口
で

は
3～

5
日

の
潜

伏
期

を
お

い
て

、
口

腔
粘

膜
、

手
の

ひ
ら

、
足

底
や

足
背

な
ど

の
四

肢
末

端
に

2
～

3
m

m
の

水
疱

性
発

疹
が

出
現

し
ま

す
。

時
に

肘
、

膝
、

で
ん

部
な

ど
に

も
出

現
す

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。
予

防
と

し
て

は
有

症
状

中
の

接
触

予
防

策
お

よ
び

飛
ま

つ
予

防
策

が
重

要
で

あ
り

、
特

に
手

洗
い

の
励

行
な

ど
は

重
要

で
す

。
患

者
あ

る
い

は
回

復
者

は
、

特
に

排
便

後
の

手
洗

い
の

徹
底

を
お

願
い

し
ま

す
。

  

手
足

口
病

と
は

（
国

立
感

染
症

研
究

所
H

P
）
h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.n

iid
.g

o
.j
p
/
n
iid

/
ja

/
ka

n
se

n
n
o
ha

na
sh

i/
4
4
1
-
h
fm

d
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tm
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令
和

6
年

5
月

1
0

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

 
1
8 

週
（ 

 
4

月
 
2
9

日
～

 
 
5

月
 

 
5

日
）
 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
 

4
月

報
（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

3
.2

1
 
 

(5
.3

2
) 

 









2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
2

.9
7

 
 

(5
.2

9
) 

 









3
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
1

.8
5

 
 

(3
.2

2
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
1

.5
2

 
 

(2
.9

4
) 

 









5
 

手
足

口
病

 
1

.3
6

 
 

(1
.0

6
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

※
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
等

、
基

準
値

の
な

い
疾

患
に

つ
い

て
は

発
生

状
況

の
評

価
を

行
っ

て
お

り
ま

せ
ん

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
大

型
連

休
が

あ
り

医
療

機
関

の
休

診
で

定
点

当
た

り
の

報
告

数
が

減
少

し
て

い
る

よ
う
で

す
が

、
注

意
を

怠
ら

な
い

こ
と

が
大

切
で

す
。

 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
3
.2

1
で

、
過

去
1
0

年
平

均
よ

り
も

高
い

傾
向

で
す

。
感

染
予

防
の

た
め

、

手
洗

い
は

流
水

と
石

け
ん

に
て

こ
ま

め
に

行
い

、
タ

オ
ル

の
共

用
は

避
け

て
下

さ
い

。
特

に
小

さ
い

子
供

が
い

る
家

庭
で

は
日

常
的

に
触

れ
る

お
も

ち
ゃ

な
ど

の
消

毒
を

行
う

こ
と

も
効

果
的

で
す

。
 

感
染

性
胃

腸
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

2
.9

7
と

例
年

並
み

で
す

。
感

染
性

胃
腸

炎
は

、
多

く
が

ノ
ロ

ウ
イ

ル
ス

や
ロ

タ
ウ

イ
ル

ス
な

ど
ウ

イ
ル

ス
感

染
が

原
因

で
す

が
、

気
温

が
上

昇
す

る
時

期
に

は
細

菌
感

染
に

よ
る

も
の

に
も

注
意

が
必

要
で

す
。

し
っ

か
り

と
手

洗
い

す
る

こ
と

や
衛

生
的

な
食

品
の

取
り

扱
い

を
心

が
け

ま
し

ょ
う
。

 

手
足

口
病

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

1.
3
6

で
、

先
週

の
1
.0

6
と

比
べ

て
増

加
し

ま
し

た
。

手
足

口
病

は
、

過
去

10
年

平
均

で
は

7
月

頃
に

ピ
ー

ク
を

迎
え

る
疾

患
で

、
今

後
増

加
し

て
い

く
と

予
想

さ
れ

ま
す

。
手

足
口

病
は

、
自

身
で

は
感

染
対

策
が

十
分

で
き

な
い

乳
幼

児
の

集
団

生
活

に
お

い
て

、
集

団
感

染
が

起
こ

り
や

す
い

と
さ

れ
て

い
ま

す
。

保
育

施
設

等
で

は
特

に
注

意
を

心
が

け
て

く
だ

さ
い

。
 

   

✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

C
O

V
ID

-
1
9、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

珍
し

く
な

っ
た

。
 

溶
連

菌
感

染
症

、
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

咽
頭

炎
、

嘔
吐

を
伴

う
感

染
性

胃
腸

炎
、

手
足

口
病

は
一

定
数

の
発

生
が

あ
る

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
1
9、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
と

も
に

散
見

程
度

と
な

っ
た

。
 

感
染

性
腸

炎
が

流
行

。
A

群
溶

血
性

連
鎖

球
菌

は
減

少
。

 

手
足

口
病

は
減

少
、

今
年

度
の

手
足

口
病

は
、

口
内

炎
は

少
な

く
、

 

発
疹

が
特

徴
的

で
水

泡
少

な
く

潰
瘍

形
成

風
で

四
肢

全
体

に
（
躯

幹
に

も
）多

発
す

る
例

が
多

か
っ

た
。

 

呼
吸

器
感

染
症

が
み

ら
れ

る
が

Ｒ
Ｓ

陽
性

例
は

減
少

し
た

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

C
O

V
ID

-
19

は
散

見
さ

れ
る

の
み

。
小

児
で

は
大

部
分

が
普

通
感

冒
様

症
状

で
経

過
し

て
い

る
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
も

減
少

。
B

型
が

散
見

さ
れ

る
の

み
。

 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
咽

頭
炎

や
溶

連
菌

感
染

症
は

横
ば

い
。

胃
腸

炎
も

横
ば

い
。

 

遷
延

す
る

呼
吸

器
感

染
症

か
ら

は
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

3
型

が
数

例
検

出
さ

れ
た

。
肺

炎
併

発
し

、
入

院
例

も
い

る
。

 

−80−



 

令
和

6
年

5
月

1
7

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

1
9

週
（ 

5
月

6
日

～
 
5

月
1
2

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
エ

イ
ズ

（
後

天
性

免
疫

不
全

症
候

群
）
と

H
IV

(ヒ
ト
免

疫
不

全
ウ

イ
ル

ス
)と

、
検

査
に

つ
い

て
 

❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
4

.5
0

 
 

(2
.9

7
) 

 









2
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

3
.3

5
 
 

(3
.2

1
) 

 









3
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
2

.6
7

 
 

(1
.8

5
) 

 









4
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
2

.5
3

 
 

(1
.5

2
) 

 









5
 

手
足

口
病

 
2

.3
5

 
 

(1
.3

6
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
感

染
性

胃
腸

炎
の

定
点

あ
た

り
報

告
数

は
4
.5

0
で

、
前

週
の

2
.9

7
か

ら
増

加
し

て
い

ま
す

。
手

指
や

食
品

を
介

し
て

感
染

す
る

た
め

、
食

事
前

や
ト
イ

レ
の

後
に

は
必

ず
手

を
洗

い
、

食
品

を
衛

生
的

に
取

り
扱

う
等

、
感

染
予

防
対

策
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
の

定
点

あ
た

り
報

告
数

は
3
.3

5
で

ま
だ

多
い

状
況

が
続

い
て

い
ま

す
。

近
年

、
R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症

の
流

行
時

期
が

早
ま

っ
て

お
り

、
今

年
は

昨
年

よ
り

も
さ

ら
に

早
い

時
期

で
の

流
行

が
見

ら
れ

る
の

で
、

引
き

続
き

今
後

の
動

向

に
注

意
が

必
要

で
す

。
 

手
足

口
病

の
定

点
あ

た
り

報
告

数
は

2.
35

で
、

過
去

5
週

間
平

均
数

と
比

べ
て

増
加

傾
向

で
す

。
手

足
口

病
は

、
口

の
中

や
手

足
な

ど
に

水
疱

性
の

発
疹

が
出

る
感

染
症

で
、

ウ
イ

ル
ス

の
感

染
に

よ
っ

て
起

こ
り

ま
す

。
子

ど
も

を
中

心
に

、
主

に
夏

頃

流
行

す
る

の
で

、
乳

幼
児

が
集

団
生

活
を

し
て

い
る

保
育

施
設

や
幼

稚
園

な
ど

で
は

注
意

が
必

要
で

す
。

治
っ

た
後

に
も

比

較
的

長
い

期
間

、
便

に
ウ

イ
ル

ス
が

排
泄

さ
れ

る
こ

と
も

あ
る

の
で

、
お

む
つ

を
交

換
す

る
時

に
は

、
排

泄
物

を
適

切
に

処
理

し
、

流
水

と
石

け
ん

で
十

分
に

手
を

洗
い

ま
し

ょ
う

。
 

  ❖❖
エエ

イイ
ズズ

((後後
天天

性性
免免

疫疫
不不

全全
症症

候候
群群

))とと
HH

IIVV
((ヒヒ

トト
免免

疫疫
不不

全全
ウウ

イイ
ルル

スス
))とと

、、
検検

査査
にに

つつ
いい

てて
❖❖

  
エ

イ
ズ

は
、

H
IV

の
感

染
に

よ
っ

て
起

こ
る

病
気

で
す

。
感

染
す

る
と

、
数

年
～

十
数

年
の

無
症

候
期

を
経

て
、

免
疫

の
働

き

が
徐

々
に

低
下

し
、

健
康

な
状

態
で

は
か

か
る

こ
と

の
な

い
病

原
体

に
も

感
染

し
や

す
く

な
り

、
さ

ま
ざ

ま
な

病
気

を
発

症
し

ま
す

。

こ
の

病
気

の
状

態
を

「エ
イ

ズ
」と

い
い

、
発

症
後

未
治

療
の

場
合

の
予

後
は

２
～

３
年

で
す

。
H

IV
は

血
液

、
精

液
、

膣
分

泌
液

な
ど

に
多

く
含

ま
れ

ま
す

の
で

、
そ

れ
ら

が
粘

膜
や

傷
の

つ
い

た
皮

膚
に

触
れ

な
い

よ
う

に
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。
一

番
多

い

感
染

経
路

で
あ

る
性

行
為

の
場

合
、

H
IV

感
染

を
防

ぐ
た

め
に

は
、

必
ず

コ
ン

ド
ー

ム
を

使
用

す
る

こ
と

、
ま

た
、

相
手

に
使

用
し

て
も

ら
う

こ
と

が
重

要
で

す
。

保
健

所
で

は
H

IV
の

検
査

を
無

料
で

実
施

し
て

い
ま

す
。

 

「
H

IV
検

査
普

及
週

間
（
６

月
１

日
～

７
日

）
」
に

は
、

県
内

の
保

健
所

で
特

別
に

夜
間

検
査

を
実

施
し

て
い

ま
す

。
 

少
し

で
も

H
IV

感
染

の
心

配
が

あ
れ

ば
、

検
査

を
受

け
て

 

み
て

く
だ

さ
い

。
 

検
査

を
受

け
る

に
は

、
電

話
で

の
予

約
が

必
要

で
す

。
 

 
H H

IIVV
感感

染染
経経

路路
  

・
性

行
為

に
よ

る
感

染
（精

液
・膣

分
泌

液
） 

・
血

液
を

介
し

て
の

感
染

（
注

射
器

の
共

用
、

針
さ

し
な

ど
） 

・
母

子
感

染
（
胎

内
や

母
乳

か
ら

）
 

  
検検

査査
をを

受受
けけ

るる
タタ

イイ
ミミ

ンン
ググ

  

・
感

染
し

た
可

能
性

が
あ

る
時

点
か

ら
、

約
３

ヶ
月

が
目

安
 

（
３

ヶ
月

以
内

で
も

他
人

に
感

染
さ

せ
る

可
能

性
は

あ
る

） 

保
健

所
名

所
在

地
   

   
 電

話
番

号

奈
良

市
保

健
所

奈
良

市
三

条
本

町
13

-1
 

  0
74

2-
93

-8
39

7 
 

郡
山

保
健

所
大

和
郡

山
市

満
願

寺
町

60
-1

(郡
山

総
合

庁
舎

内
）

  0
74

3-
51

-0
19

4

中
和

保
健

所
 

橿
原

市
常

盤
町

60
5-

5
(橿

原
総

合
庁

舎
内

)
  0

74
4-

48
-3

03
7

※
電

話
相

談
対

応
：

平
日

９
時

～
１

７
時

※
氏

名
等

：
匿

名
で

の
受

検
可

能

吉
野

郡
下

市
町

新
住

15
-3

  0
74

7-
64

-8
13

2
吉

野
保

健
所

 

令
和

6
年

5
月

2
4

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

2
0

週
（ 

5
月

1
3

日
～

 
5

月
1
9

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
tt

p
s:

/
/
w
w
w
.p

re
f.
na

ra
.j
p/

2
7
8
7
4
.h
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 今今
週週

のの
概概

要要
  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
 ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た

り
 

（
前

週
）

 
増

減
 

1
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.4
4

  
(4

.5
0

) 
 










2
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
4

.8
2

  
(2

.5
3

) 
 









3
 

手
足

口
病

 
4

.0
0

  
(2

.3
5

) 
 













4
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
3

.3
5

  
(2

.6
7

) 
 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

2
.6

2
  

(3
.3

5
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
感

染
性

胃
腸

炎
の

定
点

当
た

り
報

告
数

は
5
.4

4
で

、
前

週
の

4
.5

0
か

ら
増

加
し

て
い

ま
す

。
食

事
の

前
や

ト
イ

レ
の

後
な

ど
に

は
必

ず
手

を
洗

い
ま

し
ょ

う
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.8

2
で

、
前

週
の

2
.5

3
か

ら
増

加
し

て
お

り
、

地
域

別
で

は
中

和
保

健
所

管
内

西
部

地
域

の
定

点
当

た
り

報
告

数
が

1
3
.3

3
と

特
に

多
く

な
っ

て
い

ま
す

。
A

群
溶

連
菌

咽
頭

炎
は

、
A

群
溶

血
性

レ
ン

サ
球

菌
に

よ
る

上
気

道
の

感
染

症
で

、
学

童
期

の
小

児
に

最
も

多
く

み
ら

れ
ま

す
。

人
と

の
接

触
の

機
会

が
増

え
る

と
き

に
起

こ

り
や

す
く

、
家

庭
や

学
校

で
の

集
団

で
の

感
染

も
多

い
た

め
、

う
が

い
や

手
洗

い
な

ど
の

感
染

対
策

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
 

手
足

口
病

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.0

0
で

、
過

去
5

週
間

平
均

数
と

比
べ

て
急

増
し

て
い

ま
す

。
感

染
経

路
は

飛
沫

感

染
、

接
触

感
染

、
糞

口
感

染
で

、
子

供
同

士
の

生
活

距
離

が
近

く
、

濃
厚

接
触

が
生

じ
や

す
い

環
境

で
あ

る
保

育
施

設
や

幼

稚
園

で
は

集
団

感
染

が
起

こ
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

流
水

と
石

け
ん

で
し

っ
か

り
と

手
を

洗
い

、
タ

オ
ル

の
共

用
は

避
け

ま
し

ょ
う

。
 

   ✤✤
小小

児児
科科

外外
来来

情情
報報

✤✤
 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

な
か

っ
た

。
C

O
V

ID
-
19

は
1

例
の

み
。

学
童

で
は

溶
連

菌
感

染
症

、
幼

児
で

は
発

熱
が

先
行

し
て

皮
膚

症
状

が
そ

の
後

出
現

す
る

手
足

口
病

が
見

ら
れ

る
。

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
は

続
い

て
い

る
。

 

咳
の

み
が

続
い

て
い

た
が

受
診

し
て

い
な

か
っ

た
学

童
が

発
熱

の
た

め
受

診
し

て
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

感
染

症
と

判
明

し
た

。
 

遷
延

す
る

咳
と

発
熱

の
患

児
で

は
、

各
種

迅
速

検
査

キ
ッ

ト
が

陰
性

の
者

が
多

い
。

 

ア
ト
ピ

ー
性

皮
膚

炎
に

ブ
ド

ウ
球

菌
性

熱
傷

様
皮

膚
症

候
群

が
併

発
し

た
症

例
が

あ
っ

た
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

見
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
C

O
V

ID
-
1
9

例
も

な
か

っ
た

。
 

感
染

性
腸

炎
が

流
行

、
経

過
は

短
期

で
軽

症
。

呼
吸

器
感

染
症

が
あ

る
が

R
S

陽
性

例
は

な
か

っ
た

。
 

マ
イ

コ
プ

ラ
ズ

マ
を

疑
う
例

も
な

か
っ

た
。

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

続
い

て
み

ら
れ

る
。

手
足

口
病

は
減

少
し

て
き

た
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

ウ
イ

ル
ス

性
胃

腸
炎

が
増

加
し

て
い

る
。

 

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
の

流
行

は
終

息
し

て
き

た
。

C
O

V
ID

-
1
9

の
陽

性
者

も
減

少
し

て
い

る
。

 

手
足

口
病

が
増

加
傾

向
に

あ
る

。
 

遷
延

す
る

呼
吸

器
感

染
症

で
は

ヒ
ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
感

染
、

ラ
イ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
、

特
に

パ
ラ

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
3

型
ウ

イ
ル

ス
感

染
が

散
見

さ
れ

、
気

管
支

炎
や

肺
炎

合
併

例
で

は
入

院
加

療
を

必
要

と
し

た
。

 

−81−



 

令
和

6
年

5
月

3
1

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

2
1

週
（ 

5
月

2
0

日
～

 
5

月
2
6

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
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p
s:

/
/
w
w
w
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.j
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2
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4
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7
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今今

週週
のの

概概
要要

  

 
細

菌
性

食
中

毒
 

 
食

中
毒

を
予

防
す

る
た

め
に

は
 

 ❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 
 ❖❖

県県
内内

概概
況況

❖❖
  

手手
足足

口口
病病

の
定

点
当

た
り

報
告

数
が

6
.0

9
で

基
準

値
「
5
」を

超
え

警警
報報

発発
令令

と
な

り
ま

し
た

。
県

内
全

域
で

急
増

し
て

い
ま

す
。

感
染

経
路

は
飛

沫
感

染
、

接
触

感
染

、
糞

口
感

染
で

、
保

育
施

設
や

幼
稚

園
で

は
集

団
感

染
が

起
こ

り
や

す
い

で
す

。

主
に

夏
に

流
行

し
、

ほ
と

ん
ど

の
発

病
者

は
数

日
間

の
う

ち
に

治
り

ま
す

が
、

ま
れ

に
中

枢
神

経
系

の
合

併
症

や
心

筋
炎

、
急

性
弛

緩
性

麻
痺

な
ど

、
さ

ま
ざ

ま
な

症
状

が
出

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
か

か
っ

た
子

供
の

経
過

は
注

意
深

く
観

察
し

て
く

だ
さ

い
。

予
防

策
は

、
流

水
と

石
け

ん
で

し
っ

か
り

と
手

を
洗

う
、

タ
オ

ル
の

共
用

は
避

け
る

、
排

泄
物

は
適

切
に

処
理

す
る

な
ど

で
す

。
 

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.6

5
で

、
中

部
と

南
部

で
は

前
週

よ
り

増
加

し
て

い
ま

す
。

接
触

感
染

予

防
の

た
め

、
う
が

い
や

手
洗

い
な

ど
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

細
菌

に
よ

る
感

染
症

で
、

抗
菌

薬
に

よ
る

治
療

が
可

能
で

す
。

 
 ✤✤

細細
菌菌

性性
食食

中中
毒毒

✤✤
  

  
  

  
食

中
毒

に
は

、
細

菌
や

ウ
イ

ル
ス

等
に

よ
っ

て
腹

痛
・下

痢
・
嘔

吐
な

ど
を

発
症

す
る

、
感

染
症

が
含

ま
れ

ま
す

。
 

食
中

毒
の

中
で

も
、

食
品

中
や

体
内

で
一

定
数

以
上

に
増

殖
し

た
細

菌
の

感
染

や
、

細
菌

が
増

殖
す

る
際

に
産

生
し

た

毒
素

に
よ

っ
て

引
き

起
こ

さ
れ

る
も

の
を

細
菌

性
食

中
毒

と
よ

び
ま

す
。

代
表

的
な

原
因

菌
は

、
腸

管
出

血
性

大
腸

菌

（
O

1
5
7
、

O
2
6
、

O
1
1
1

な
ど

）や
黄

色
ブ

ド
ウ

球
菌

、
カ

ン
ピ

ロ
バ

ク
タ

ー
属

菌
、

サ
ル

モ
ネ

ラ
属

菌
な

ど
が

あ
げ

ら
れ

ま
す

。
 

こ
れ

ら
の

細
菌

の
多

く
は

、
室

温
（
約

2
0
℃

）
で

活
発

に
増

殖
し

始
め

、
人

間
の

体
温

ぐ
ら

い
の

温
度

で
増

殖
の

ス
ピ

ー
ド

が
最

も
速

く
な

り
ま

す
。

ま
た

、
細

菌
の

多
く

は
湿

気
を

好
み

ま
す

。
そ

の
た

め
例

年
、

梅
雨

時
や

夏
期

に
は

特
に

細
菌

性
食

中
毒

の
発

生
が

多
く

な
り

ま
す

。
 

✤✤
食食

中中
毒毒

をを
予予

防防
すす

るる
たた

めめ
にに

はは
✤✤

  
①①

 つつ
けけ

なな
いい

  
  

手
に

付
着

し
て

い
る

雑
菌

を
食

品
に

付
け

な
い

よ
う

に
、

調
理

や
食

事
を

始
め

る
前

、
ト
イ

レ
に

行
っ

た
後

な
ど

、
こ

ま
め

に

手
を

洗
い

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

生
の

肉
や

魚
な

ど
に

触
れ

た
器

具
か

ら
他

の
も

の
へ

菌
が

付
着

し
な

い
よ

う
に

、
使

用
の

都
度

き

れ
い

に
洗

浄
し

、
で

き
れ

ば
殺

菌
し

ま
し

ょ
う

。
器

具
の

使
い

分
け

も
効

果
的

で
す

。
  

②②
 ふふ

やや
ささ

なな
いい

  
  

食
べ

物
に

付
着

し
た

菌
を

増
や

さ
な

い
た

め
に

は
、

低
温

で
保

存
す

る
こ

と
が

重
要

で
す

。
肉

や
魚

な
ど

の
生

鮮
食

品
は

、

購
入

後
で

き
る

だ
け

早
く

冷
蔵

庫
に

入
れ

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、

テ
イ

ク
ア

ウ
ト
や

デ
リ

バ
リ

ー
し

た
食

品
も

長
時

間
室

温
で

放
置

せ
ず

、
早

め
に

食
べ

る
よ

う
に

し
ま

し
ょ

う
。

 

③③
 やや

っっ
つつ

けけ
るる

  
  

ほ
と

ん
ど

の
細

菌
は

加
熱

に
よ

っ
て

死
滅

し
ま

す
。

食
品

は
中

心
部

温
度

7
5
℃

、
1

分
以

上
を

目
安

に
し

っ
か

り
加

熱
し

ま
し

ょ
う
。

ふ
き

ん
や

調
理

器
具

は
、

洗
剤

で
よ

く
洗

っ
て

か
ら

熱
湯

を
か

け
て

殺
菌

す
る

と
効

果
的

で
す

。
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た

り
 

（
前

週
）

 
増

減
 

1
 

手
足

口
病

 
6

.0
9

  
(4

.0
0

) 
 













2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.3
8

  
(5

.4
4

) 
 









3
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
4

.6
5

  
(4

.8
2

) 
 









4
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
3

.4
9

  
(3

.3
5

) 
 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

2
.2

9
  

(2
.6

2
) 

 









手手
足足
口口
病病
  

警警
報報
発発
令令
！！
  

 

令
和

6
年

6
月

7
日

（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

2
2

週
（ 

5
月

2
7

日
～

 
6

月
2

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
 

h
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p
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/
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今今

週週
のの

概概
要要

  

 
小

児
科

外
来

情
報

 
   ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た

り
 

（
前

週
）

 
増

減
 

1
 

手
足

口
病

 
6

.6
8

  
(6

.0
9

) 
 











2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.1
8

  
(5

.3
8

) 
 









3
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
3

.7
9

  
(4

.6
5

) 
 









4
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
3

.3
6

  
(3

.4
9

) 
 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

1
.5

3
  

(2
.2

9
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 

❖❖
県県

内内
概概

況況
❖❖

  
手

足
口

病
の

定
点

当
た

り
報

告
数

が
6
.6

8
で

前
週

の
6
.0

9
か

ら
増

加
し

て
お

り
、

警
報

発
令

中
で

す
。

県
内

全
域

で
流

行

し
て

お
り

、
吉

野
保

健
所

管
内

を
除

く
全

て
の

地
域

に
お

い
て

警
報

基
準

値
で

あ
る

「
5
」
を

超
え

て
い

ま
す

。
手

足
口

病
に

有

効
な

ワ
ク

チ
ン

は
な

く
、

ま
た

発
病

を
予

防
で

き
る

薬
も

あ
り

ま
せ

ん
。

流
水

と
石

け
ん

で
し

っ
か

り
と

手
を

洗
い

、
タ

オ
ル

の
共

用

を
避

け
る

な
ど

し
て

感
染

予
防

対
策

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

3
.7

9
と

、
ま

だ
多

い
状

況
が

続
い

て
い

ま
す

。
地

域
別

で
は

中
和

保
健

所

管
内

西
部

地
域

に
お

い
て

9
.5

0
と

特
に

高
く

な
っ

て
お

り
、

注
意

が
必

要
で

す
。

通
常

、
患

者
と

の
接

触
を

介
し

て
伝

播
す

る

た
め

、
人

と
の

接
触

の
機

会
が

増
加

す
る

と
き

に
起

こ
り

や
す

く
な

り
ま

す
。

手
洗

い
や

う
が

い
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

 

新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル

ス
感
染
症

の
定

点
当

た
り
報

告
数
は

3
.
3
6
で

、
前

週
の

3.
4
9
と

比
べ

て
横

ば
い
で

す
が
、
入

院
基

幹
定
点

報
告
状

況
に
増
加

が
見

ら
れ

ま
す
。

今
後
の
動

向
に

注
視

し
て
い

き
ま
す
。

 
  ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

手
足

口
病

は
流

行
中

、
発

熱
が

先
行

す
る

症
例

も
多

い
。

 

溶
連

菌
感

染
症

は
学

童
を

中
心

に
続

い
て

い
る

。
同

検
査

キ
ッ

ト
が

不
足

し
て

い
る

。
 

家
族

内
感

染
の

C
O

V
ID

-
1
9

が
見

ら
れ

る
。

乾
性

咳
と

発
熱

の
学

童
で

は
マ

イ
コ

プ
ラ

ズ
マ

感
染

症
が

あ
る

。
 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

C
O

V
ID

-
19

は
ご

く
稀

に
見

ら
れ

る
程

度
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

B
型

が
１

件
あ

っ
た

ほ
か

は
見

ら
れ

な
く

な
っ

た
。

 

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
感

染
症

が
増

加
、

家
族

陽
性

で
咽

頭
痛

の
み

の
無

熱
の

学
童

例
や

、
充

分
な

抗
生

剤
投

与
後

の
再

感
染

例
も

あ
っ

た
。

 

ヘ
ル

パ
ン

ギ
ー

ナ
が

少
し

。
手

足
口

病
は

減
少

し
て

き
た

。
 

感
染

性
腸

炎
は

ほ
ぼ

横
ば

い
で

持
続

。
 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

手
足

口
病

が
急

増
し

て
い

る
。

典
型

的
症

状
で

軽
症

で
経

過
す

る
例

が
多

い
。

 

ま
た

ヘ
ル

パ
ン

ギ
ー

ナ
も

増
加

し
だ

し
て

い
る

。
 

溶
連

菌
感

染
症

や
ア

デ
ノ

ウ
イ

ル
ス

咽
頭

炎
は

横
ば

い
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

終
息

し
て

き
た

が
、

C
O

V
ID

-
1
9

は
再

び

増
加

し
だ

し
て

い
る

。
 

胃
腸

炎
も

増
え

だ
し

て
い

る
。

 

手手
足足
口口
病病
  

警警
報報
発発
令令
！！
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令
和

6
年

6
月

1
4

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

2
3

週
（ 

6
月

3
日

～
 
6

月
9

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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今今

週週
のの

概概
要要

  

 
劇

症
型

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

感
染

症
（
S
T

S
S
）
に

つ
い

て
 

 
5

月
報

（
月

単
位

報
告

対
象

疾
患

（
性

感
染

症
・
薬

剤
耐

性
菌

感
染

症
）
の

状
況

）
 

 ❖❖
定定

点点
把把

握握
感感

染染
症症

報報
告告

状状
況況

（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

手
足

口
病

 
8

.0
9

 
 

(6
.6

8
) 

 










2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.7
4

 
 

(5
.1

8
) 

 









3
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
4

.1
2

 
 

(3
.7

9
) 

 










4
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
3

.5
1

 
 

(3
.3

6
) 

 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

1
.5

0
 
 

(1
.5

3
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 
 ❖❖

県県
内内

概概
況況

❖❖
  

手
足

口
病

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

8
.0

9
で

前
週

の
6
.6

8
か

ら
増

加
し

て
お

り
、

警
報

発
令

中
で

す
。

奈
良

県
内

の
す

べ

て
の

地
域

で
警

報
基

準
値

で
あ

る
「
5
」
を

越
え

、
さ

ら
な

る
感

染
拡

大
が

懸
念

さ
れ

ま
す

。
流

水
と

石
け

ん
で

し
っ

か
り

と
手

を
洗

い
、

タ
オ

ル
の

共
用

を
避

け
る

な
ど

、
引

き
続

き
感

染
予

防
対

策
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.1

2
で

前
週

の
3
.7

9
か

ら
増

加
し

て
い

ま
す

。
地

域
別

で
は

中
和

保
健

所
管

内
西

部
地

域
に

お
い

て
1
0
.8

3
と

特
に

高
く

な
っ

て
お

り
、

ま
た

吉
野

保
健

所
管

内
地

域
に

お
い

て
、

過
去

5
週

間
平

均

数
と

比
べ

て
急

増
し

て
い

ま
す

。
手

洗
い

や
う

が
い

を
心

が
け

ま
し

ょ
う

。
 

   ✤✤
劇劇

症症
型型

溶溶
血血

性性
レレ

ンン
ササ

球球
菌菌

感感
染染

症症
（（
SS

TT
SS
SS
））
にに

つつ
いい

てて
✤✤

  
劇

症
型

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

感
染

症
（
S
T

S
S
）
は

、
急

激
か

つ
劇

的
な

病
状

の
進

行
を

特
徴

と
す

る
致

死
率

の
高

い
感

染

症
で

す
。

ST
S
S

は
、

1
9
9
2

年
に

日
本

に
お

け
る

最
初

の
症

例
が

報
告

さ
れ

て
以

降
、

年
間

1
0
0

人
か

ら
2
0
0

人
ほ

ど
の

患
者

が
確

認
さ

れ
て

い
ま

し
た

が
、

近
年

、
届

出
報

告
数

に
増

加
傾

向
が

み
ら

れ
、

2
0
23

年
の

届
出

報
告

数
は

9
41

人
（速

報
値

）

と
な

り
、

19
9
9

年
に

統
計

を
取

り
始

め
て

以
降

、
最

多
で

あ
っ

た
2
0
1
9

年
を

上
回

り
ま

し
た

。
 

2
0
2
4

年
も

引
き

続
き

届
出

報
告

数
の

増
加

は
見

ら
れ

て
お

り
、

6
月

2
日

時
点

の
全

国
の

届
出

報
告

数
は

9
77

人
（速

報

値
）
と

、
昨

年
の

届
出

報
告

数
を

す
で

に
上

回
っ

て
い

ま
す

。
 

主
な

病
原

体
は

A
群

溶
血

性
レ

ン
サ

球
菌

で
す

。
A

群
溶

血
性

レ
ン

サ
球

菌
に

よ
る

一
般

的
な

疾
患

は
咽

頭
炎

で
、

主
に

小
児

が
罹

患
し

ま
す

。
一

方
で

、
S
T

S
S

は
子

ど
も

か
ら

大
人

ま
で

広
範

囲
の

年
齢

層
に

発
症

し
、

特
に

30
歳

以
上

の
大

人
に

多
い

の
が

特
徴

の
ひ

と
つ

で
、

免
疫

不
全

な
ど

の
重

篤
な

基
礎

疾
患

を
ほ

と
ん

ど
も

っ
て

い
な

い
に

も
か

か
わ

ら
ず

、
突

然
発

病
す

る
例

が
あ

り
ま

す
。

 

初
期

症
状

と
し

て
は

四
肢

の
疼

痛
、

腫
脹

、
発

熱
、

血
圧

低
下

な
ど

で
、

発
病

か
ら

病
状

の
進

行
が

非
常

に
急

激
か

つ
劇

的
で

、
発

病
後

数
十

時
間

以
内

に
は

軟
部

組
織

壊
死

、
多

臓
器

不
全

な
ど

を
引

き
起

こ
し

、
シ

ョ
ッ

ク
状

態
か

ら
死

に
い

た
る

こ

と
も

あ
り

ま
す

。
患

者
の

う
ち

約
3
0
％

が
死

亡
し

て
お

り
、

メ
デ

ィ
ア

な
ど

で
「人

食
い

バ
ク

テ
リ
ア

」
と

い
っ

た
名

称
で

取
り

上
げ

ら

れ
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

感
染

予
防

対
策

と
し

て
は

、
手

洗
い

や
う

が
い

等
の

基
本

的
な

対
策

に
加

え
、

擦
り

傷
な

ど
の

傷
口

を
清

潔
に

処
置

す
る

こ

と
も

重
要

で
す

。
疑

わ
し

い
症

状
が

現
れ

た
場

合
に

は
、

速
や

か
に

医
療

機
関

を
受

診
し

ま
し

ょ
う

。
 

 
 

 
 

劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
（
厚
生
労
働
省

H
P
）

  
h
tt

p
s:

//
w
w
w
.m

h
lw

.g
o
.j
p
/
st

f/
se

is
ak

u
n
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it
e/

b
u
n
ya

/
00

00
13

75
55

_0
0
00

3.
h
tm

l 

 
 

 
国
内
に
お
け
る
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
サ
球
菌
感
染
症
の
増
加
に
つ
い
て
（
国
立
感
染
症
研
究
所

H
P）

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
h
tt
ps
:
/
/
w
w
w
.
n
i
i
d
.
g
o
.
j
p
/
n
i
i
d
/
j
a
/
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56
-
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h
t
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手手
足足
口口
病病
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令
和

6
年

6
月

2
1

日
（
金

）
発

行
 

 
 

令
和

6
年

 
第

2
4

週
（ 

6
月

1
0

日
～

 
6

月
1
6

日
） 

奈
良

県
感

染
症

情
報

セ
ン

タ
ー

（
奈

良
県

保
健

研
究

セ
ン

タ
ー

）
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 
小

児
科

外
来

情
報

 
  ❖❖

定定
点点

把把
握握

感感
染染

症症
報報

告告
状状

況況
（（
定定

点点
当当

たた
りり

患患
者者

報報
告告

数数
のの

上上
位位

５５
疾疾

患患
））❖❖

  
 

順 位  

疾
患

名
 

奈
良

県
 

北
部

 
中

部
 

南
部

 
定

点
当

た
り

 
（

前
週

）
 

増
減

 

1
 

手
足

口
病

 
8

.8
5

 
 

(8
.0

9
) 

 










2
 

感
染

性
胃

腸
炎

 
5

.4
1

 
 

(5
.7

4
) 

 









3
 

Ａ
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

 
4

.0
3

 
 

(4
.1

2
) 

 









4
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

 
3

.4
9

 
 

(3
.5

1
) 

 









5
 

R
S

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
 

0
.7

9
 
 

(1
.5

0
) 

 









 発
生

状
況

：
 

大
流

行
 

 
 

流
行

 
 

 
や

や
流

行
 

 
 

少
し

流
行

 
 

 
散

発
 

 
（

疾
患

毎
に

、
基

準
値

を
定

め
て

い
ま

す
。）

 

 
 

 
 

 
※

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

等
、

基
準

値
の

な
い

疾
患

に
つ

い
て

は
発

生
状

況
の

評
価

を
行

っ
て

お
り

ま
せ

ん
。

 

増
減

：
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

た
と

き
の

変
化

 



急
増

、


増
加

、


や
や

増
加

、


横
ば

い
、


や
や

減
少

、


減
少

 
 ❖❖

県県
内内

概概
況況

❖❖
  

手
足

口
病

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

8
.8

5
で

前
週

の
8
.0

9
か

ら
さ

ら
に

増
加

し
て

お
り

、
警

報
発

令
中

で
す

。
奈

良
県

内

す
べ

て
の

地
域

で
流

行
が

見
ら

れ
、

特
に

吉
野

保
健

所
管

内
地

域
に

お
い

て
は

、
過

去
５

週
間

平
均

数
と

比
べ

て
急

増
し

て

い
ま

す
。

感
染

経
路

は
、

飛
沫

感
染

、
接

触
感

染
及

び
糞

口
感

染
で

あ
り

、
こ

の
病

気
が

か
か

り
や

す
い

年
齢

層
の

乳
幼

児
が

集
団

生
活

し
て

い
る

保
育

施
設

や
幼

稚
園

な
ど

で
は

特
に

注
意

が
必

要
で

す
。

お
む

つ
を

交
換

す
る

時
に

は
、

排
泄

物
を

適

切
に

処
理

し
、

流
水

と
石

け
ん

で
し

っ
か

り
手

を
洗

い
ま

し
ょ

う
。

 

A
群

溶
連

菌
咽

頭
炎

の
定

点
当

た
り

報
告

数
は

4
.0

3
と

、
ま

だ
多

い
状

況
が

続
い

て
い

ま
す

。
通

常
、

接
触

を
介

し
て

伝
播

す
る

た
め

、
患

者
と

の
濃

厚
な

接
触

を
避

け
、

手
洗

い
や

う
が

い
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

 
   ✤✤

小小
児児

科科
外外

来来
情情

報報
✤✤

 

北北
部部

地地
区区

（（
田田

中中
小小

児児
科科

医医
院院

））
  

手
足

口
病

は
ピ

ー
ク

を
超

え
て

き
て

い
る

感
じ

が
す

る
。

溶
連

菌
感

染
症

の
症

例
数

に
変

化
は

な
い

。
 

発
熱

と
咳

が
長

引
く

ウ
イ

ル
ス

性
と

思
わ

れ
る

気
管

支
炎

が
多

く
な

っ
て

お
り

、
C

R
P

な
ど

の
炎

症
反

応
が

強
く

な
り

、
 

抗
菌

剤
投

与
す

る
例

が
増

え
て

い
る

。
中

に
は

気
管

支
肺

炎
と

な
り

紹
介

入
院

と
な

る
例

が
あ

る
。

 

 
 
典

型
的

な
ヘ

ル
パ

ン
ギ

ー
ナ

は
な

か
っ

た
。

 

中中
部部

地地
区区

（（
岡岡

本本
内内

科科
ここ

どど
もも

クク
リリ

ニニ
ッッ

クク
））
  

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
は

見
ら

れ
な

く
な

っ
た

。
C

O
V

ID
-
1
9

は
ご

く
ま

れ
に

見
ら

れ
る

程
度

と
な

っ
た

。
 

乳
幼

児
で

咳
嗽

の
例

が
あ

る
が

R
S

陽
性

例
は

な
か

っ
た

。
 

ヘ
ル

パ
ン

ギ
ー

ナ
、

ア
デ

ノ
例

は
減

少
。

手
足

口
病

も
減

少
傾

向
。

A
群

溶
血

性
連

鎖
球

菌
が

持
続

し
て

い
る

。
 

感
染

性
腸

炎
は

嘔
吐

少
な

く
下

痢
の

み
の

例
が

主
と

な
っ

て
き

た
。

 

南南
部部

地地
区区

（（
南南

奈奈
良良

総総
合合

医医
療療

セセ
ンン

タタ
ーー

小小
児児

科科
））
  

手
足

口
病

の
流

行
が

続
い

て
い

る
。

ヘ
ル

パ
ン

ギ
ー

ナ
も

増
加

し
て

い
る

。
 

ア
デ

ノ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

は
散

見
さ

れ
る

の
み

だ
が

、
溶

連
菌

陽
性

例
は

多
い

。
 

嘔
吐

頻
回

で
下

痢
、

熱
の

あ
ま

り
な

い
ウ

イ
ル

ス
性

胃
腸

炎
が

急
増

し
て

い
る

。
 

C
O

V
ID

-
19

陽
性

例
は

増
加

せ
ず

横
ば

い
が

続
い

て
い

る
。

 

遷
延

す
る

呼
吸

器
感

染
で

は
パ

ラ
イ

ン
フ

ル
エ

ン
ザ

3
型

ウ
イ

ル
ス

陽
性

例
が

多
く

、
肺

炎
合

併
、

入
院

加
療

を
 

必
要

と
す

る
場

合
も

み
ら

れ
る

。
 

ヒ
ト
メ

タ
ニ

ュ
ー

モ
ウ

イ
ル

ス
や

肺
炎

球
菌

陽
性

例
も

み
ら

れ
る

。
 

手手
足足
口口
病病
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